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1 はじめに
本研究では，短歌をその情景やイメージから検索を

行う手法について提案する．現在，多くの情報検索技
術が提案されているが，その前提として検索対象文書
に数多くの単語が含まれていることが上げられている．
なぜなら，検索対象文書に含まれている単語の数が少
ない場合，単語の種類数も少ないと考えられ，その検
索対象文書を検索するために必要な問合せが少なくな
るという問題点があるためである．また，短歌や俳句
はその少ない単語量でより多くの情報を伝達しようと
する文書形態であるため，短歌を検索する際には既存
の情報検索技術だけでは十分ではないといえる．
短歌には，その意味を解説するための解説文が付随

していることが多い．つまり，解説文はその短歌のメ
タデータの一種であると解釈することができる．解説
文に含まれる単語の数は既存の情報検索技術を適用す
る上で必要十分であると考えられる．ところが，全て
の短歌に解説文が付随しているわけではなく，解説文
の無い短歌も存在する．このような短歌を検索するた
めには，短歌に含まれる単語自身からその短歌のメタ
データを自動生成する必要がある．
そこで本研究では，短歌に含まれる単語とその短歌

の解説文に含まれる単語との相関関係を導出すること
によって，解説文の無い短歌を検索するための手法に
ついて提案を行う．提案手法では，短歌に含まれる単
語と解説文に含まれる単語の共起頻度を計算し，共起
頻度が高いと考えられる単語の組を導出する．これら
の単語の組から，解説文の無い短歌に対して，その短
歌に含まれる単語と共起頻度の高い解説文の単語を計
算し，メタデータとして保持する．それらの短歌を検
索する際に，提案手法によって計算されたメタデータ
を利用することによって，より精度の高い短歌の検索
を行うことが可能となる．

2 提案手法
2.1 共起頻度の導出
提案手法では形態素解析を利用して，短歌に含まれ

る単語とその短歌の解説文に含まれる単語との共起頻
度を計算する．次に，全ての共起単語の組から共起頻
度が高いと考えられる共起単語を導出する．流れを以
下に説明する．
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図 1: 共起関係の導出例

短歌とその解説文の集合を Ti(i=1，2，…，I) と
し，短歌文書を Si，解説文を Eiとする．ここで，Ti

には Si と Ei の二つが含まれる (Ti ⊆ (Si,Ei)). 短歌
に含まれる単語をWj(j=1，2，…，J)とすると，Wj

は Si に属する (Si ⊆Wj). 解説文に含まれる単語を
Mk(k=1，2，…K)とすると，MkはEiに属する (Ei

∈Mk). ここで，Si に Wj が属し，Si′ にWj が属し
ており，Ei にMk が属し，Ei′ にMk が属した場合，
Wj とMk には共起関係が成立すると定義する．i′ は
短歌を区別するための変数である．共起関係が成立す
る際の条件式は (1)式のようになる．

　 (Si∈Wj∧ Si′∈Wj)∧ (Ei∈Mk∧ Ei′∈Mk)
(1)

このとき，短歌に含まれる単語と解説文に含まれる
単語の共起関係を満たす共起頻度をCjkとし，共起関
係が成立した数を Cjk に格納する．Wj はMk と Cjk

からなる単語の組で構成される．

　Wj = (Mk, Cjk) (2)

短歌に含まれる単語と解説文に含まれる単語において，
共起関係を導出する具体例を図 1に示す．
図 1において，T1，T2があり，T1には S1とE1の

2つが属しており，T2 には S2 と E2 の 2つが属して
いる．S1には，W1とW2とW3の 3つが含まれてお
り，S2には，W1とW4とW5の 3つが含まれている．
また，E1 には，M1 とM2 とM3 の 3つが含まれて
おり，E2には，M1とM4とM5の 3つが含まれてい
る．ここで，短歌間で同一の短歌に含まれる単語W1

と短歌間で同一の解説文に含まれる単語M1には共起
関係が成立する．このとき，W1 とM1 を単語の組と
し，共起頻度M11 に 1を格納する．同様に，Ti にお
ける全ての要素の対応関係を考慮し，短歌に含まれる
単語と解説文に含まれる単語の対応関係を導出する．
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2.2 解説文に含まれる単語に対する重み付け
2.1節で導出した単語の組は，解説文に含まれる単

語Mkが短歌に含まれる単語Wj における短歌に含ま
れる内容を保持していることを示す．例えば，短歌に
含まれる単語として春，解説文に含まれる単語として
桜という単語の組が導出された場合，桜は春という単
語における短歌の内容を保持する．そして，共起頻度
Cjk が高ければ高いほど，Mk がWj において短歌に
含まれる内容であることを強く示す．ここで，Wj に
おけるMkの大域的頻度を考慮することによって，Mk

がWj において短歌に含まれる内容を示す度合いを明
確にすることができる．本研究では，TF-IDF法によ
り重み付けを行う．

2.1節で導出した単語の組において，短歌に含まれ
る単語の総数を oとする．また，短歌に含まれる単語
Wjと解説文に含まれる単語Mkの共起頻度をCjk, 重
みを hjkとする．ここで，対象となる解説文に含まれ
る単語Mk′ と共起関係が成立した短歌に含まれる単
語の総数を j′ とする．j′ は短歌に含まれる単語を区
別するための変数であり，k′は解説文に含まれる単語
を区別するための変数である．このとき，Wj におけ
るMk の重み hjk は式 (3)のように表す．

hjk = Cjk · log
o

j′
(3)

抽出された重み hjk
を印象度として定義し，2.1節で

導出した単語の組は hjk から再構成される．

Wj = (Mk, hjk) (4)

2.3 解説文の無い短歌に対するメタデータの付与
本節では，2.2節で算出された単語の組を基に解説

文の無い短歌に対して，メタデータを付与するための
手法を説明する．

2.2節で算出された単語の組において，短歌に含ま
れる単語Wj は，解説文に含まれる単語Mkと印象度
hjk から構成されている．ここで，構成された単語の
組におけるWj と解説文の無い短歌に含まれる全ての
単語においてマッチングを行い，マッチングすれば解
説文の無い短歌に Mk と hjk をメタデータとして付
与する．メタデータを付与する際，Mk が重複した場
合は，重複した hjkを加算し，加算した印象度をメタ
データとして保持する．図 2にメタデータ付与の具体
例を示す．
図 2において，解説文の無い短歌文書に単語が含ま

れており，2.2節で算出された単語の組の W1 と W4

がマッチングした場合，W1 とW4 における単語の組
を解説文の無い短歌にメタデータとして付与する．こ
のとき，単語M1が重複するため，重複したM1の印
象度 h11と印象度 h41を加算し，加算した印象度をメ
タデータとして保持する．同様に，解説文の無い短歌
に含まれる全ての単語と 2.2節で算出された単語の組
を考慮し，メタデータとして保持する．
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図 2: メタデータ付与の具体例

2.4 内容検索の実現
本節では，内容検索を実現するために解説文の無い

短歌に対しての検索順位の決定をどのように行うかを
説明する.
利用者は短歌に対して抱いている情景やイメージを

問合せとする．ここで，解説文の無い短歌を検索する
際に，利用者の問合せと 2.3節で解説文の無い短歌に
保持されているメタデータ Mk とでマッチングを行
う．マッチングを行った際，利用者の問合せと同じメ
タデータMkが付与されている短歌を検索結果として
出力する．このとき，解説文の無い短歌にメタデータ
として保持されている印象度が大きい順に検索結果に
反映することで，利用者が意図する短歌を容易に導き
出すことが可能となる．

3 まとめと今後の課題
本稿では，短歌に含まれる単語とその短歌の解説文

に含まれる単語との相関関係を導出することによって，
解説文の無い短歌を検索するための手法について提案
した．本手法により，解説文が付随されている短歌と
同様に解説文の無い短歌を検索することが可能となる．
今後は，再現率と適合率を算出するための実証実験

を行うことで，本手法の有用性を実証する予定である．
また，本稿で解説文の無い短歌を検索するための手法
を提案したが，利用者のイメージや背景といった利用
者の感性は考慮していない．そこで，利用者の感性を
考慮した検索を実現するために，利用者の感性を用い
た従来の検索システム [1, 2]を考慮し，短歌を対象と
した利用者の感性による検索を実現するための手法を
提案する予定である．
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